
科目区分 科目番号 0607 曜日時間 不定期

授業科目

単位数 時間 ３０　時間 開講時期 1年次後期 授業形態 講義・演習
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授業目的

中　核

回 授業方法 時間 担当 備考

終了後
課題
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方法

テキスト
参考図書

実務歴
有

講義への
反映

備　考

協働で行う苦痛を最小にした、検査と治療による回復の促進

専門分野Ⅰ

基礎看護技術Ⅳ

１　単位

診察、検査、治療や処置に伴い必要となる看護援助と、それらを受ける対象の心理を学ぶ。
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リフレクションノート

レポート・筆記試験・実習態度

授業目標

１．健康保持、健康の回復における診療の意義を理解し、診察、検査、治療や処置における基本的
　　な援助技術を学ぶ。
２．対象の安全・安楽を優先させる技術と態度を身につける。
３．診察、検査、治療や処置をうける対象を理解できる。

授業内容

学内
実習

189
講義
演習

講義
演習１．感染予防

　１）感染の成立と予防
　２）標準予防策と感染経路別予防策
　３）手洗い、手指消毒
　４）消毒、滅菌法
　５）感染拡大の防止の対応
２．学内実習③
　スタンダードプリコーション、ガウンテクニック
３．学内実習④
　無菌操作、創傷処置

パフォー
マンス課

題

１．診断・治療過程と看護
　１）検査に伴う看護技術
　　　検査の目的と看護の役割
　２）検査の基本的看護技術・採血
　３）学内実習（真空管採血）

２．与薬の技術
　１）安全で効果的な与薬を行うために必要な知識
　　　と技術
　　　与薬における看護の役割
　２）与薬に関する基本的看護技術・注射
　３）学内実習（筋肉内注射）

３．侵襲性の高い診療に伴う看護技術
　１）検査・診察・処置の介助

授
業
の
内
容
と
方
法
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